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長

崎

の
新

聞

、

雑

誌

に

み
え

る
石

炭

の

武

野

要

子

長
崎
に
は
崎
陽
雑
報
、
西
海
新
聞
、
鎮
西
日
報
、
東
洋
日
の
出
新
聞
、
長
崎

報
告
雑
誌
な
ど
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
新
聞
や
雑
誌
類
が
多

い
。
当
時
、
長
崎
が
外
来
文
化
導

入
の
窓
口
の

一
つ
で
あ

つ
た
こ
と
を
思
え
ぱ
、

至
極
当
然
で
あ
ろ
う
お
・そ
れ
ら
は
地
元
長
崎
の
記
事
の
み
な
ら
ず
、
広
く

ア
ジ

ヤ
の
政
治

・
経
済
や
文
化
に
関
す

る
記
事
を
多
く
の
せ
て
い
る
の
も
、

一
つ
の

特
徴
で
は
な
か
ろ
う
か
。
左
に
紹
介
す
る
長
崎
報
告
雑
誌
所
収
の

「伊
国
皇
族

高
島
炭
坑
遊
覧
の
略
記
」
は
、
明

治
十
年
代
初
頭
の
高
島
炭
坑
の
実
態
を
窺
う

の
に
好
個
の
資
料

の
一
つ
と
思
う
。

イ
タ
リ
ア
皇
族
ゼ
ノ
ア
公
の
来

日
に
つ
い
て
、

『
明
治
維
新
以
後
の
長
崎

』

は
、
明
治
十
二
年
八
月
八
日
軍
艦

ウ
エ
ツ
ト
ル
ビ
ザ
二
号
で
東
洋
巡
遊
の
た
め

香
港
柔
り
長
崎
に
寄
港
し
た
こ
と
、
大
波
止
よ
り
小
蒸
気
船
で
飽
ノ
浦
工
作
分

局
立
神
修
船
渠
を
巡
覧
し
、
帰
路
小
菅
修
船
場
を
遠
望
し
た
こ
と
、
イ
タ
リ
ア

領
事

。
県
令
内
海
忠
勝
ら
随
行
者
と
と
も
に
長
崎
港
外
高
島
炭
坑
を
巡
視
し
、

炭
坑
側
は
炭
坑
出
炭
高
そ
の
他
各
種
の
概
算
書
を
贈
呈
し
た
こ
と
等
を
記
し
て

い
る
。
明
治
十
年
代
の
長
崎
は
、

一
口
で
い
え
ぱ
、
長
崎
人
の
手
で
長
崎
商
況

を
好
転
さ
せ
る
努
力
を
始
め
た
蒔

と
で
も
い
い
う
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
崎

の

新
聞
に
も
長
崎
人
の
奮
起
を
う
な
が
す
投
書
や
意
見
が
目
立
つ
て
い
る
。

松
田

源
五
郎
ら
を
発
起
人
と
す
る
長
崎
商
法
会
議
所
の
設
置
も
、
長
崎
人
に
よ
る
長

崎
経
済

の
退
勢
挽
回
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
十
三
年

の

「
長
崎
商

法
会
議
所
議
事
録
」
は
、
長
崎

の
商
況
に

つ
い
て
そ
の
種
類
と
そ
れ
が
全
体
に

し
め
る
割
合
を
次
の
よ
う
に
揚
げ

て
い
る
。

「
支
邦
人
来
港
貿
易

百
分
ノ
三
十
二

欧
米
各
国
人
来
港
貿
易

全

四

朝
鮮
渡
海
通
商

全

十

支
那
上
海
渡
海
通
商

全

零
箇
五

高
島
炭
坑

全

二
十

本
県
庁
所
在

全

七

上
等
裁
判
所
並
地
方
裁
判
所
所
在

全

二

出
納
局
出
張
所
及
諸
官
庁
出
張
所
在

全

一

外
国
聯
合
郵
便
船
寄
港

全

零
箇
五

肥
後
薩
摩
通
航
船
汽
船
寄
港

全

一
箇
五

工
作
分
局
及
立
神
並
小
菅
船
船
渠
ト
モ

全

七

各
国
軍
艦
寄
港

全

三

病
院
並
学
校

全

零
箇
五

近
国
近
隣
村
落
人
ノ
需
要
品
購
買

全

六

刻
煙
草

全

一

縫
針
其
他
僅
少

全

三
」

当
時
の
長
崎
が
幕
藩
時
代
に
引
続
い
て
中
国
と

の
貿
易
で
繁
栄
し
ズ
い
た
こ
と
、

朝
鮮
貿
易
が
全
体
の

一
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
、

ヨ
ー

ロ
ツ
パ
人
と
の
貿
易
は

漸
次
低
迷
の

一
途
を
辿
り
な
が
ら
も
な
お
全
体
の
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
各

国
軍
艦
や
郵
便
船
の
寄
港
を
あ
わ
せ
れ
ば
、

五
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
上
り
、
貿
易



港
と
し
て
の
面
目
を

一
応
保

つ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
高
島
炭
坑
が
長
崎
商
況
に
占
め
る
重
要
性
で
あ
ろ
う
。
高
島
炭
坑
は

長
崎
工
作
分
局

(
三
菱
長
崎
造
船
所
の
前
身
)
と
共
に
、
長
崎
の
産
業
の
重
要

な
担
い
手
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
o

と
こ
ろ
で
、
本
資
料
で
問
題
と

な
る
明
治
十
二
年
の
高
島
炭
坑
は
、
後
藤
象

二
郎
が
明
治
政
府
か
ら
払
い
下
げ

を
受
け
て
五
年
目
に
当
た
る
。
そ
の
間
、
後

藤
象
二
郎
が
資
金
の
調
達
に
苦
し
み
、
英
商

マ
ジ
ソ
ン
商
会

の
事
実
上
の
支
配

下
に
あ
つ
た
こ
と
は
、
周
知

の
事
実

で
あ
ろ
う
○
現
地
新
聞
の
調
査
に
基
づ
い

た
上
海
総
領
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
坑
の
出
炭
量
は
明
治
六
年
に
は
日
産
六

〇
〇
ト
ン
に
達
し
て
お
り
、
日
本

一
の
生
産
量
を
誇

つ
て
い
る
。
長
崎
県
統
計

表
に
ょ
れ
ば
、
同
十

一
年
に
は
年

産
八
〇
八
九

一
ト

ン
、
翌
十
二
年
に
は

一
九

〇

一
四
八
ト
ン
に
上
昇
し
た
と
本
資
料
は
記
し
て
い
る
。
な
お
、
同
十

一
年
七

月
末
に
起

つ
た
鉱
夫
の
暴
動
と
右

の
出
産
量
の
激
増
と
の
関
連
性
が
問
題
で
あ

る
が
、

本
資
料
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
結
局
、
同
十
四
年
三
月
高
島
炭
坑
は

三
菱
社
に
九
七
万
余
円
で
譲
渡
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
。
三
菱
社
に
譲
渡
さ
れ
た

当
時
の
坑
内
の
模
様
を
、
英
人
技

師
ス
ト
ダ
ー
ト
は
、

「
三
菱
会
社
が
譲
り
受

ヶ
シ
時
ノ
当
炭
坑
ノ
有
様

ハ
、
全

ク
危
険
ナ
リ
シ
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
殆
ン
ド

保
安
線
ノ
極
端

二
近
ヅ
キ
居
リ
シ
ナ
リ
。
夫
ヨ
リ
以
来
坑
内
ノ
工
場

〔
切
羽

〕

ヲ
其
正
当
ナ
ル
有
様

二
挽
回

セ
ン
ト
欲

シ
、
時
日
物
品
及
ビ
人
夫
ノ
姿

ニ
テ
巨

額

ノ
金
銭
ヲ
費

ヤ
シ
、
今

ヤ
其
正
当
ナ
リ
ト
云
フ
有
様
ヲ
獲
収
シ
得
タ
リ
、

ト

此
申
報

二
記
載
ヲ
ナ
ス
ノ
栄
ヲ
得

タ
リ
。
…
…
以
下
略
」
と
し
て
、
採
炭
機
構

の
不
備
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
体
同
年
代

の
事
実
を
示
す
と
思
わ
れ
る
本
資
料

の
内
容
と
右
の
ス
ト
ダ
ー
ト
の
指
摘
を
比
較
す
れ
ば
、

両
者
に
若
干
の
隔
り
が

あ
る
o
勿
論
本
資
料
は
外
国
皇
族

へ
儀
礼
的
に
堤
出
さ
れ
た
報
告
書
で
あ

つ
て

み
れ
ば
、
多
少
の
粉
飾
は
あ
つ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本

資
料
は
高
島
炭
坑
が
三
菱
の
傘
下
に
入
る
直
前
の
実
態
を
窺
う
の
に
、
興
味
深

い
い
く

つ
か
の
間
題
を
堤
供
し
て
い
る
。

「
長
崎
報
告
雑
誌

第
弐
拾
号

(
明
治
十
三
年
三
月
二
二
日
発
行
)

o
伊
国
皇
族
高
島
炭
坑
遊
覧
の
略
記

(弊
社
幹
事
よ
り
皇
族
随
行
士
官
某
氏

へ
送
り
た
る
書
面
な
り
)

明
治
十
三
年
三
月

二

一
日
伊
太
利
帝
国
の
皇
族
ゼ
ノ
ア
公
殿
下
高
島
炭
坑
を

臨
視
せ
ら
る
。
高
島
は
則
ち
長
崎
港
の
海
門
に
在
る
島
嶼
、
炭
坑
は
則
ち
、
我

帝
国
の
元
老
後
藤
君
の
主
管
す
る
所
に
し
て
島
小
な
り
と
難
も
名
を
地
球
の
東

方
に
専
ら
に
し
さ
る
媒

田
な
り
坑
狭
し
と
錐
も
世
に
無
尽
蔵
の
評
を
博
し
た
る

金
穴
な
り
今
茲

に
殿
下
の
親
臨
す
る
は
蓋
し
殿
下

の
軍
艦
長
崎
港
碇
泊
中
坑
主

後
藤
君
の
自
ら
迎
ゆ
る
所
な
り
と
而
し
て
此
日
同
く
招
き
に
応
じ
た
る
は
貴
国

領
事
士
官
各
位
に
し
て
君
は
則
ち
其

一
人
な
り
、
内
人
は
長
崎
県
令
内
海
君
上

等
裁
判
所
長
岡
内
君
及
外
務
官
吉
田
県
官
堀
の
諸
君
に
し
て
笠
原
も
亦
陪
侍

の

栄
を
辱
ふ
せ
り
o
さ
て
坑
主
よ
り
饗
応
に
美
を
呈
し
送
迎
に
礼
を
尽
し
た
る
等

の
次
第
は
暫
く
閣
き
彼

の
炭
坑
に
関
す
る
景
況
を
記
載
す
れ
ば
地
中
の
坑
脈
は

蔓
延
長
大
に
し
て
坑
内
殆
ん
ど
別
世
界
の
観
を
為
せ
り
隧

道
は
頗
る
堅
固
に
し

て
空
気
の
流
通
亦
最
も
宜
し
く
此
隧

道
は
数
百
間

の
長
き
に
連
亘
す
る
も
炭
塊

の
運
送
に
は
更
に
人
力
を
費
さ
ず
し
て
全
く
蒸
気
機
関
の
力
を
用
ひ
た
り
而
し

て
坑
口
と
船
場
と
相
距
る
僅
か
に
数
十
間
な
る
を
以
て
炭
塊
を
船
舶
に
積
載
す

る
亦
更
に
人
力
を
費
す
事
な
し
加
る
に
港
口
の
形
勢
は
大
船
巨
船
を
容
る
る
に

恰
も
好
き
を
以
て
同
坑
今
日
の
隆
勢
を
来
す
や
運
送

の
便
回
漕
の
利
共
に
力
あ

り
と
謂

ふ
べ
き
な
り
是
等
の
実
況
は
殿
下
の
親
し
く
電
覧
す
る
所
な
る
を
以

て

更
に
細
陳
せ
ざ
る
も
殿
下
の
賢
明
な
る
其
全
体
を
観
察
し
玉
ひ
以
て
彼
の
名
を

東
方
に
轟
か
し
世
に
無
尽
蔵
の
評
あ
る
本
坑
の
実
況
を
領
会
あ
り
玉
ひ
し
を
信



ず
る
な
り
殊
に
感
ず
べ
き
は
殿
下

の
炭
坑
を
臨
視
せ
ら
る
る
や
能
く
枢
要
の
事

物
に
尊
眼
を
注
ぎ
玉
ひ
彼
の
数
百
丈
の
地
下
を
開
通
し
た
る
坑
内
に
至
て
は
常

人
余
輩
の
如
き
も
棟
然
と
し
て
危
催
す
る
所
あ
る
に
殿
下
は
毫
も
之
を
貴
意
に

介
し
玉
は
ず
容
願
の
麗
る
は
し
か
り
し
は
県
令
内
海
君
に
も
窃
か
に
殿
下
交
誼

に
厚
き

の

一
班
を
感
称
せ
ら
れ

た
り

と
聞

く

又
饗
応
の
席
に
於
て
後
藤
君
よ

り
殿
下
の
親
臨
を
謝
し
且
各
国
皇
族
の
臨
視
は
今
日
を
以
て
始
め
と
す
是
れ
本

港
の
光
栄
な
り
と
演
べ
た
る
に
殿
下
の
答

へ
玉
ひ
今
日
有
名
の
炭
坑
を
視
る
を

歓
び
内
外
結
構
の
能
く
整
ひ
た
る
を
感
ぜ
り
と
演
べ
ら
れ
た
り
殿
下
の
答
辞
は

僅
か
に
双
語
に
止
る
も
其
意
味
の
深
き
余
が
前
に
陳
た
る
数
十
語
も
猶
及
ぱ
ざ

る
が
如
し
是
れ
殿
下
の
賢
明
な
る
能
く
其
全
体
を
観
察
し
給
ひ
し
と
信
ず
る
所

以
な
り
然
り
而
し
て
余
は
昨
日
君
と
約
す
る
言
を
踏
み
其
大
略
を
筆
記
し
以
て

君
に
呈
し
且

つ
副
る
に
別
紙
出
炭
高
等
の
該
算
書
を
以
て
す

若
し
殿

下
高
島

遊
覧
の
事
を
記
す
る
参
考
の

一
端
と
な
る
あ
ら
ば
望
外
の
幸
な
り
。

(別
紙
次
号
)

」

o
隧
道
中
鉄
道
運
炭
箱
車
の
数
は
七
百
箇
な
り

o
高
島
炭
坑
事
務
取
扱
役
員

副
事
務
長

高

石

紀

年

全
上

尾

上

栄

文

石
炭
受
渡
兼
運
輸
支
配
人

瓜

生

震

第
壱
坑
支
配
人

高

谷

綾
三
郎

第
二
坑
支
配
人

高

取

伊

好

金
銀
出
納
兼
支
給
支
配
人

下

村

省

助

石
炭
受
渡
兼
運
輸
支
配
人

富

田

秀

三

其
他
役
員
三
十
七
名
雇
外
国
人
拾
二
名

「
長
崎
報
告
雑
誌

第
廿
壱
号

(明
治
十
三
年
三
月
廿
九
日
発
行
)

o
高
島
炭
坑

へ
伊
国
皇
族
遊
覧
略

記
の
続
き

(
随
行
士
官
に
報
知
し
た
る
別
書
の
写
し
)

o
高
島
炭
坑
昨
十
二
年
中
出
炭
高
は
尻
拾
九
万
百
四
拾
八
噸
な
り

o
即
今
毎
壱
日
の
出
炭
高
は
凡
六
百
五
拾
噸
な
り

o
炭
質
の
良
品
た
る
は
世
人
の
信
用
す
る
所
な
る
を
以
て
別
に
記
せ
ず

o
坑
内
に
使
役
す
る
坑
夫
の
数
は
凡
三
千
二
百
人
な
り

o
坑
内
運
炭
に
使
役
す
る
馬
の
数
は
四
拾
三
頭
な
り

o
所
有
す
る
船
舶
の
数
は
汽
船
大
小
二
艘
運
送
船
八
十
八
艘
な
り


